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はじめに 

東日本大震災以降，官公庁では建設工事および調査設

計を発注する際に BCP の観点で災害時および常時におけ

る情報伝達手段の確保や現場データの保守が要求するケ

ースが増えています。この要求に対して建設会社は，対

策を講ずるため独自にサーバを構築したり，バックアッ

プ機器を現場毎に設置する等，対策を行っていることと

思います。しかし，サーバやバックアップ機器を調達し

た場合，初期調達費用と運用管理費などが必要となるだ

けでなく社員の作業負荷も増加します。 

 本稿で紹介するサービスは，BCP（business continuity 

plan：事業継続計画）を実施するうえで必要となる連絡

網確保と書類の保管を支援するサービスです。サービス

は，堅牢かつ安全な IDC（Internet data center：インタ

ーネットへの接続回線や保守・運用サービスなどを提供

する施設）で運用しており，費用的な負担も小さく抑え

たものとなっています。操作は，繁忙な現場事情を勘案

し，簡単な操作かつ自動で実施できるよう構築したもの

です。 

１．サービス内容と仕組み 

BCP は，災害等により人的資源の喪失やファシリティの

破壊が発生し，会社事業が継続的に実施できなくなった

り，製品・サービスの供給できず社会的信用を失ない，

事業を縮小しなければならない等の緊急事態へ備える

（計画する）ことです（図 1）。要求される主な事項は，

災害後も許容限界以上のレベルで事業継続できること，

および許容期間内に復旧できることが挙げられています。 

この要求事項を満たすための具体的な要素として以下

のものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のうち，枠囲いした項目は，ソフトウェア（シス

テム）を利用することで効果的または円滑に実施できる

事項です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ BCP の概念 1) 

以上のことを踏まえ，本サービスは，データや書類に

関して本部機構を移設できる機能の有する BCP 支援サー

ビスとしています。主な機能は以下のとおりです（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 BCP 支援に必要なシステム機能 

・社屋の耐震化・不燃化 ・データのバックアップ 

・設備、什器の耐震対策 ・備蓄食糧 

・連絡手段の確保    ・備蓄資機材等 

・社員の参集体制    ・防災組織体制 

・職員家族の安否確認  ・発災後の指揮命令系統 
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目標 

許容限界 

事前 事後（初動対応＆復旧対応） 

災害後も許容限界以上のレベルで事業継続 

許容期間内に復旧 

目標と現状の復旧期間差 

＜災害前対策（平常時）＞ 

・会社機能継続確保のための復旧 

・収集した情報の整理と報告 

・各種システムのデータ再取得 

・社屋の被災状況確認・連絡手段の確保 

・資機材等の出動  ・協定等に基づくパトロール 

・社員の所在確認  ・職員家族の所在確認 

＜災害後行動（災害時）＞ 

情報蓄積  書類管理  スケジュール  関係者通知 

 災害発⽣時  平常時 



プログラム紹介 IT 技術を活用した BCP 支援サービス 

 

 

川田技報 Vol.32 2013 プログラム紹介 1-2 

これらの機能は，利用特性が異なります（容量重視と

処理速度重視）。そこで，この特性に応じた IDC を採用

することで低価格で BCP 支援サービスを行っています。

（図 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 サーバ構成概要 

２．サービス内容 

 以下に主なサービス内容とサンプル画面を示します。 
①『情報蓄積機能』（ストレージ機能）（図 4） 

・データのバックアップなど蓄積した情報を IDC で保

管しますので機器等の故障・盗難があった場合，バ

ックアップした情報を簡単に復元できます。 

・バックアップは，予め指定したフォルダを設定した

間隔で自動バックアップします。 

・現場事務所のバックアップ状況を本部で管理・確認

できます。 

・現場事務所のリースパソコンを返却した際も必要な

データは，蓄積されます。 

・１契約で複数パソコン，複数現場のバックアップが

できます。 

（※容量やダウンロード頻度で費用が異なります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 データストレージ概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 自動ストレージソフト画面 

②『書類管理機能』 

・必要な体制や連絡網等の様々な書類を蓄積し，いつ

でもどこでも閲覧可能です。  

・災害派生直後など情報が錯綜している際に書類を確

実に配布することが可能です。 

③『スケジュール』 

・災害発生後の予定を“いつでも”，“どこでも”入

手したり共有可能です。災害発生直後などはスケジ

ュールなどが頻繁に変わります。その際の情報共有

手段として効果的です。 

④『関係者通知』 

・関係者への情報提供や通知をメーラーがなくても発

信可能です。 災害発生時において緊急連絡網等を設

定しておくと，会社外からも関係者への通知等が可

能となります。 

３．最後に 

災害は起こらないことが一番望ましいことです。東日

本大震災において，正しい情報を迅速に伝達することが

重要な事項の１つでした。今回のサービスは IT 技術を活

用し，災害が発生した際にできるだけ早く事業が継続す

ること，情報を迅速に伝達することを支援するものです。

本サービスが稼働しないで済むことが一番よいことと思

いますが，もしもの災害に少しでも役立つことができれ

ば幸いです。 
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○○GB契約 

⽇常的BACKUP 

緊急時

本部 

事務所 

事務所 
サーバ 

クライアントシステムを事務所のパソコンにインストールし、ストレー
ジ対象フォルダをドラッグ＆ドロップするだけで⾃動バックアップ可能 

現場状況や安否情報
をメール送信 

サーバにアクセスし
状況や情報を確認 

データバックアップ 
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